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トラック輸送における取引環境・長時間労働改善に向けたロードマップ

2015
（平成27）
年度
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（平成28）
年度
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（平成29）
年度

2018
（平成30）
年度

2019
（令和元）
年度

2020
（令和2）
年度

2021
（令和3）
年度

2022
（令和4）
年度

2023
（令和5）
年度

2024
（令和6）
年度

①中央・各都
道府県に
おいて協議
会の開催

自
動
車
運
転
者
へ
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
開
始

②長時間労働
等の実態
調査、対策
の検討

③実証実験・
助成事業
の実施

④ガイドライン
の策定・普

及

⑤取引環境・
長時間労
働改善の
普及・定着

調査の

実施・検
証

パイロット事業の計画・検証等

ガイドライ
ンの策定

パイロット事業(実証実

験)の実施、労働時間縮
減のための助成事業

普及・定着の促進

コンサル
ティング事
業の実施

助成事業の計画・検証

必要に応じ随時改訂

「ホワイト物流」推進運動の推進

協議会の開催（令和５年度まで継続）

調査の

実施・検
証②

調査の

実施・検
証③

普及

品目別の
検討

アドバンス事
業の実施

新たな方策の検討・実施
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30分以上の荷待ち時間が生じた件数（輸送品目別）

943 加工食品

460 生鮮食品

452 住宅用資材

339
紙（ロール紙、洋紙等）

328
飲料、酒

303
建築・建設用金属製品

172
金属部品・金属加工品

140セメント・コンクリート

126宅配便・特積み貨物

120家庭紙

1004その他

N=4,387（件数）

は、既に懇談会を設置している品目

398

350

339

326

281182168141
9894

1515

加工食品

飲料・酒

建築・建設用
金属製品

紙・パルプ

その他

N=3,892（件数）

生鮮食品

セメント・コンクリート

日用品 鉄鋼厚板・金属薄板等金属

米・麦・穀物

プラスチック性
部品・加工品等

平成２９年７月調査 平成３０年１１月調査

は、今後懇談会設置を検討する品目

令和元年度の取組について

• 令和元年度地方協議会の取組として、各都道府県ごとに「加工食品、建
設資材、紙・パルプ」の内から輸送分野を設定し、課題の整理及び課題
に対する改善策の活用等の検討をすることとなった。

• 宮城県協議会では、日本製紙（株）石巻工場安藤委員にご協力いただ
き、「紙・パルプ」をテーマとした。

• 今回行われた視察は課題の発見や解決を目的とせず、あくまで好事例
の紹介として令和２年１月に実施された。
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日本製紙（株）石巻工場の概要

• 石巻工場での生産量は１日あたり約２４００ｔ。うち大部分（全体８割程度）は
ロール紙を生産している。

• 生産にあたっては月に１度、注文取りまとめがあり、日本製紙本社へ注文
情報が集約され、各工場に分配される。（計画生産）

そのため、１年を通じて比較的荷物量の波動が緩やか。（石巻工場で配送
できない分は別工場が生産するよう調整しているため）

• 令和２年９月より時間指定を導入、さらに工場側で倉庫担当者の昼休みを
ずらすことなどで対応できる体制を確保。混雑するのは１０：００～１１：００
頃だがそれでも待機時間は基本的に１時間未満。

• 工場敷地内に鉄道（貨物）が乗り入れることが で
きるようになっており、倉庫から直接配送可能。
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物流の概要

日本製紙

（荷主）

南光運輸

（利用運送）

各運送事業者

（実運送）

・出荷依頼は南光運輸（利用運送事業者）へ一括で依頼し、
協力会社へ発注される。
・割合は、震災前は鉄道：６ トラック：３ フェリー・海上コンテ
ナ：１ だったが震災後は鉄道が減少した分がトラックや
フェリーに転換され、鉄道：４ トラック：４ フェリー・海上コン
テナ：２となった。
・南光運輸にて前日１２：００で注文を締切り、１７：００までに
協力会社（実運送事業者）へ発注。計画生産のため、配送
量はある程度予測がつくので、各社の保有車両、稼働可
能車両に分配していく。
・週に１回程度、日本製紙と南光運輸で１日の配送量の目
安などの打合せを実施。
・運送事業者も集めた協議を
月１回程度で開催。
・年末年始やＧＷ、お盆等の
特殊な時期には南光運輸担当
者が運送事業者を訪問し、各社
の対応可能状況などの確認を
行っている。 4



着荷主との調整・運賃等について

• コピー紙は倉庫業者への納品が多く、着時間指定や１日の受入台数の指
定がある倉庫もあるが、日本製紙と南光運輸間で打合せを高頻度で実施
することで指定等を細かく把握し、対応している。

• 平成２９年の標準運送約款改正を受け、運賃の値上げを南光運輸側から
要求。また、トラックへの積込附帯作業についての料金を設定した。

• ここ数年で業界全体（サプライチェーン全体）で長時間労働等の改善に向
けた動きが活発になってきており、長距離運送については一定の理解があ
る。優先的に倉庫・工場に入れてもらえているため、待機時間について問
題にはなっていない。
⇒中央協議会で待機時間が特に長いと指摘されたのは長距離運送ではな
く、関東圏の地場事業者ではないだろうか。
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